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プ
ロ
ロ
ー
グ

　

こ
の
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
国
ぐ
に
で

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム（
以
下
、
B
 

I
）」を
巡
る
動
き
が
浮
上
し
て
い
る
。

　

背
景
は
当
然
国
情
に
よ
り
異
な
る
が
、

た
と
え
ば
経
済
不
振
や
複
雑
化
し
た
社

会
保
障
制
度
の
改
革
問
題
が
あ
り
、さ
ら

に
は
サ
イ
バ
ー・フ
ィ
ジ
カ
ル・シ
ス
テ
ム

（
C
P
S
）を
中
心
と
す
る
第
四
次
産
業

革
命
の
進
行
、
そ
れ
に
伴
う
雇
用
・
失
業

問
題
、
保
障
の
な
い
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
出
現
や
格
差
問
題
な
ど
、
多

様
な
要
因
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

　

今
夏
開
か
れ
た
I
L
O
の「
労
働
の
未

来
」に
関
す
る
会
議
で
は
、
一
方
で
デ
ジ

タ
ル
化
や
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、
他
方
で

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
、
不
安
定
雇
用
の
波
の

中
で
生
じ
る
、
所
得
不
安
定
の
課
題
に
対

処
す
る
政
策
選
択
肢
の
一
つ
と
位
置
付

け
て
、B
I
が
論
じ
ら
れ
た
と
聞
き
及
ぶ
。

O
E
C
D
で
も
ペ
ー
パ
ー
を
発
表
し
て

お
り（
後
述
）、
い
ま
や
B
I
は
話
題
の

域
を
越
え
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

B
I
と
は
、
周
知
の
通
り「
最
低
限
所

得
保
障
」の
こ
と
で
、
国
が
す
べ
て
の
国

民
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、
最
低
限
の
生
活

保
障
と
し
て
必
要
な
額
の
金
銭
を
、「
無

条
件
」で
定
期
的
に
支
給
す
る
構
想
だ
。

そ
の
代
わ
り
に
、
そ
れ
を
ま
か
な
う
財
政

上
の
理
由
も
あ
り
、
既
存
の
社
会
保
障
シ

ス
テ
ム
の
一
部
ま
た
は
す
べ
て
と
代
替

す
る
と
の
条
件
が
伴
い
や
す
く
、
そ
れ
が

B
I
導
入
是
非
の
論
議
の
分
か
れ
目
と

な
り
や
す
い
。

　

基
礎
的
所
得
保
障（
B
I
）と
も
訳
さ

れ
、「
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル（
普
遍
的
）・
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム（
U
B
I
）と
も
表
現

さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
用
語
を
B
I
に

統
一
し
、
以
下
に
、
そ
の
動
向
の
一
端
に

触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
実
験

　

ま
ず
は
注
目
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
国
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保

障
制
度
の
終
焉
か
」と
題
し
て
、
B
I
を

中
心
に
本
欄
で
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る（
第
99
回
、
2
0
1
6
年
春
号
）。

　

そ
の
折
、
経
済
停
滞
や
高
失
業
に
悩
む

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府（
社
民
党
の
敗
北
・

退
場
後
の
、
中
央
党
を
柱
と
す
る
連
立

政
権
）が
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
謳
っ
た

B
I
導
入
案
を
柱
に
、
そ
の
試
行
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
と
の
見
通
し
を

報
告
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
通
り
実

施
に
入
っ
た
の
は
、
本
年
1
月
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
試
行
モ
デ
ル
は
、
当
初
予
測

さ
れ
た
よ
う
な
10
万
人
規
模
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
昨
年
採
択
の「
B
I
試
行

法
」は
、
25
歳
か
ら
58
歳
ま
で
の
失
業
者

拡
散
す
る

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
」
構
想

2
0
0
0
人
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
決

め
た
の
で
あ
る
。
主
管
の
社
会
保
険
庁

（
K
e
l
a
）に
よ
れ
ば
、今
回
支
給
額
は
、

こ
れ
も
当
初
予
測
さ
れ
た
額
が
半
減
さ
れ
、

い
わ
ば
部
分
的
な
B
I
で
少
額
、
月
額

5
6
0
ユ
ー
ロ（
約
7
万
3
0
0
0
円
）

で
あ
り
、
試
行
期
間
は
2
年
と
さ
れ
て
い

る
。こ
の
給
付
は
、失
業
手
当
、疾
病
手
当
、

育
児
手
当
、
リ
ハ
ビ
リ
手
当
な
ど
の
基
本

的
社
会
保
障
給
付
の
一
部
に
替
え
て
実

施
し
、
か
り
に
再
就
職
し
て
給
与
所
得
が

生
じ
て
も
、
B
I
の
支
給
は
そ
の
ま
ま

金
属
労
協（
J
C
M
）顧
問   

小
島
正
剛
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「
も
と
よ
り
、
B
I
が
す
べ
て
の
受
給

者
に
と
っ
て
の
完
全
な
解
決
策
で
は
な

い
。
重
要
な
の
は
、
B
I
試
行
は
労
働
生

活
や
社
会
保
障
の
諸
課
題
に
対
応
し
て

と
り
う
る
措
置
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
点
で
あ
る
」と
は
K
e
l
a
の
評
で

あ
る
。

　

か
つ
て
報
告
し
た
よ
う
に
、
現
政
権
主

導
の
B
I
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
労
組
中

央
組
織（
S
A
K
）を
は
じ
め
と
す
る
労

働
組
合
が
反
対
す
る
中
、
明
年
に
わ
た
っ

て
B
I
試
行
が
継
続
す
る
の
だ
が
、
果

た
し
て
ど
の
よ
う
な
結
論
に
漂
着
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
昨
年
の
世
論
調
査
で
は

国
民
の
69
%
が
B
I
支
持
で
あ
っ
た
の

だ
が
。

全
額
継
続
さ
れ
て
い
く
。

　

試
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
以
下

の
３
点
の
問
題
に
対
す
る
解
を
模
索
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

①
変
貌
す
る
労
働
の
質
に
対
応
し
て
、
社

会
保
障
シ
ス
テ
ム
を
如
何
に
再
設
計
す

る
か
。

②
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
は
、
人
々
の
積
極

的
な
参
加
を
促
進
し
、
就
業
意
欲
を
増
進

さ
せ
る
べ
く
、
再
編
が
可
能
か
。

③
い
か
に
す
れ
ば
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム

運
用
の
官
僚
主
義
的
風
潮
を
削
減
し
、
複

雑
化
し
た
給
付
シ
ス
テ
ム
の
簡
素
化
が

可
能
と
な
る
か
、

で
あ
る
。

　

で
は
、
本
年
1
月
に
開
始
さ
れ
て
半
年

以
上
を
経
た
い
ま
、
試
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
ど
の
よ
う
な
経
過
観
察
が
あ
る
で

あ
ろ
う
か
。
当
局
か
ら
漏
れ
伝
わ
っ
て
く

る
と
こ
ろ
で
は
、
試
行
は
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
し
て
お
り
、
官
僚
主
義
的
手
続
き
が
改

善
さ
れ
始
め
て
い
る
と
い
う
。B
I
が
毎

月
一
定
時
期
に
支
給
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

受
給
者
は
金
銭
的
な
ス
ト
レ
ス
が
軽
減

し
て
心
理
的
に
安
定
度
が
増
し
、
求
職
活

動
や
起
業
努
力
に
専
念
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、新
た
な
職
能
・

技
能
学
習
に
向
か
い
、
あ
る
い
は
高
齢
の

両
親
の
介
助
な
ど
に
よ
り
多
く
の
時
間

を
当
て
て
い
る
な
ど
、
お
お
む
ね
肯
定
的

な
報
告
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

あ
く
ま
で
も
仮
に
だ
が
、
既
存
の
社
会

保
障
制
度
に
替
え
て
政
府
案
の
B
I
の

み
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、

貧
困
層
の
所
得
は
最
低
賃
金
を
下
回
る

可
能
性
が
あ
り
、一
般
論
と
し
て
自
ら
の

懐
か
ら
教
育
費
、
通
院
・
入
院
費
な
ど
全

額
を
支
払
う
自
己
責
任
の
社
会
に
転
換

す
る
が
、
そ
れ
が
望
ま
し
い
社
会
な
の
か

と
の
分
か
り
や
す
い
反
対
派
の
問
題
提

起
は
、
今
後
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
よ

う
に
推
測
さ
れ
る
。

諸
外
国
で
は

　

で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
以
外
の
諸
国
で

は
、
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
る
で
あ
ろ
う

か
。■

北
米
で
は

　

意
外
な
の
は
、
米
国
で
B
I
に
類
す

る
も
う
一
つ
の
モ
デ
ル
が
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ア
ラ
ス
カ
州

を
ベ
ー
ス
と
す
る
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

1
9
8
2
年
以
降
、州
民
一
人
ひ
と
り
に
、

州
営
石
油
産
業
の
歳
入
で
設
立
し
た
基

金
か
ら
、
年
次
配
当
金（
P
F
D
）が
支

払
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
額
は
一
人
当
た
り

2
0
1
7
ド
ル（
22
万
7
0
0
0
円
強
）

（
2
0
1
5
年
時
点
）
で
あ
る
。
と
い
う

こ
と
は
4
人
家
族
で
は
年
間
ほ
ぼ
8
 
3
 

0
0
ド
ル（
約
91
万
3
0
0
0
円
）と
な

る
。
B
I
の
特
性
で
、
受
給
者
が
現
役
で

あ
れ
失
業
中
で
あ
れ
、
富
裕
層
で
あ
れ
貧

困
層
で
あ
れ
、
無
条
件
で
支
給
さ
れ
続

け
て
き
た
。
当
局
で
は
、
全
般
的
に
生
活

の
質
が
維
持
向
上
さ
れ
、
2
0
1
6
年

の
州
政
府
調
査
に
よ
れ
ば
、州
民
の
2
〜

3
%（
1
万
5
0
0
0
人
〜
2
万
人
）が

貧
困
ラ
イ
ン
を
脱
し
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、
求
職
活
動
が
困
難
な
55
歳
以
上
の

求
職
者
の
55
%
が
職
場
に
回
帰
し
、
国

民
経
済
に
寄
与
し
て
い
る
と
し
て
い
る

（
2
0
1
7
年
5
月
現
在
）。

　

近
い
将
来
、
こ
れ
に
続
く
の
は
ハ
ワ
イ

州
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
資
源
や
製
造

業
に
乏
し
く
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
大
き
く
依

存
す
る
ハ
ワ
イ
州
が
、
予
見
さ
れ
る
一
層

の
デ
ジ
タ
ル
化
で
良
質
の
雇
用
が
喪
失

す
る
の
で
は
と
の
危
機
感
を
も
っ
て
、
年

初
に
B
I
構
想
の
検
討
を
目
的
と
す
る

作
業
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
こ
れ

に
は
商
工
会
議
所
や
一
部
労
組
も
支
持

し
て
い
る
と
い
い
、
今
後
の
動
向
が
注
目

さ
れ
よ
う
。

　

カ
ナ
ダ
で
は
、
こ
れ
も
地
方
レ
ベ
ル
だ

が
B
I
構
想
へ
の
関
心
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
よ
う
だ
。
現
地
調
査
に
よ
る
と
オ
ン

タ
リ
オ
州
で
は
、州
民
の
過
半
数（
53
%
）

が
B
I
構
想
を
支
持
し
て
い
る
。
失
業

者
や
潜
在
失
業
者
の
多
い
18

－

24
歳
の

若
年
層
の
支
持
率
が
59
%
で
最
も
高
い
。

　

本
年
の
試
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ハ

ミ
ル
ト
ン
、
リ
ン
ゼ
イ
、
サ
ン
ダ
ー
・
ベ

米アラスカ州の石油プラットフォーム（資料：BIEN）
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イ
の
3
地
域
か
ら
の
、
低
所
得
層
4

 
0
 
0
 

0
人
を
対
象
に
実
施
す
る
。
B
I
支
給

額
は
単
身
者
が
年
間
1
万
6
9
8
9
カ 

ナ
ダ
・
ド
ル（
約
1
5
3
万
円
）、
夫
婦
で

は
2
万
4
0
2
7
カ
ナ
ダ
・
ド
ル（
2

 
1
 
6
 

万
円
）に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ

の
結
果
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

■
欧
州
で
は

　

オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
、
さ
る
7
月
、
グ
ロ

ニ
ン
ゲ
ン
な
ど
主
要
5
都
市
が
、
政
府
か

ら
B
I
に
類
す
る
社
会
保
護
試
行
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
先
行
実
施
許
可
を
得
た
と
い
う
。

速
報
で
は
、
現
行
の
社
会
保
障
制
度
を
温

存
し
つ
つ
自
治
体
が
行
う
も
の
で
、
3
種

の
モ
デ
ル
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
が
、
こ

れ
も
詳
報
は
後
日
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
緑
の
党
が
B
I
を

達
成
目
標
に
掲
げ
、
政
策
上
の
具
体
的
モ

デ
ル
や
実
施
戦
略
の
方
策
を
検
討
す
る
作

業
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
そ
の

5
月
の
党
大
会
で
は
賛
否
両
論
の
見
解
を

聴
取
・
研
究
し
、
分
科
会
に
分
か
れ
て
討

議
を
持
っ
た
。
反
対
派
は
、
B
I
で
は
失

業
問
題
や
不
安
定
雇
用
問
題
そ
の
も
の
の

解
決
に
繋
が
ら
ず
、し
か
も
B
I
支
持
者

が
ネ
オ=

リ
ベ
ラ
ル
派
に
多
く
、シ
リ
コ
ン・

バ
レ
ー
の
専
門
家
た
ち
の
多
い
の
が
懸
念

材
料
と
強
調
し
た
と
い
う
。今
後
さ
ら
に
、

B
I
実
施
上
の
財
源
に
絡
む
税
制
問
題

の
研
究
を
進
め
る
と
い
う
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
B
I
構
想
を
推

進
す
る
国
際
団
体（
B
I
E
N
）の
ノ
ル

ウ
ェ
ー
支
部
が
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
さ

る
8
月
下
旬
、
9
月
11
日
の
総
選
挙
を
前

に
、
B
I
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
い
て
大
方
の
関
心
を
集

め
た
。
背
景
に
は
、
近
年
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
民
営
化
や
減
税
、
社
会
給
付
カ
ッ
ト

が
進
行
し
、
労
働
法
の
弱
体
化
が
問
題
視

さ
れ
、
加
え
て
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
や
デ

ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
北
欧
モ
デ
ル
で
あ
る

社
会
保
障
制
度
の
礎
石
―
完
全
雇
用
や

労
働
の
義
務
―
が
挑
戦
を
受
け
て
い
る

現
状
を
、
点
検
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
の

認
識
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
社

会
保
障
制
度
の
あ
る
べ
き
姿
が
論
じ
ら
れ
、

B
I
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
モ
デ
ル
の
形
成
に

向
け
て
強
い
関
心
が
示
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ

ム
同
盟（
B
G
E
）を
名
乗
る
政
党
が
出

現
、
さ
る
７
月
６
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
の
16

州
す
べ
て
に
支
部
を
設
立
し
た
と
公
表

し
た
。
同
時
に
3
万
人
の
署
名
を
集
め
、

9
月
24
日
の
総
選
挙
に
参
入
す
る
資
格

を
得
た
と
も
公
表
し
て
い
る
。
こ
の
政
党

の
結
党
は
2
0
1
6
年
9
月
の
こ
と
で
、

活
動
目
標
を
B
I
導
入
に
置
い
た
の
で

あ
っ
た
。
同
年
、ス
イ
ス
が
B
I
導
入
是

非
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
を
実
施
し
た（
反

対
票
77
%
で
否
決
。
こ
の
場
合
も
労
組

は
反
対
）が
、
ド
イ
ツ
に
は
そ
う
し
た
制

度
が
な
い
た
め
に
、
B
I
と
い
う
シ
ン
グ

ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
絞
っ
て
の
結
党
と
な
っ

た
と
い
う
。
た
だ
、
同
党
は
す
で
に
二
つ

の
州
の
州
選
挙
に
参
入
し
た
も
の
の
、ザ
ー

ル
ラ
ン
ド（
3
月
）で
の
得
票
数
は
全
投

票
数
の
わ
ず
か
に
0

・1
%
、
ノ
ル
ト
ラ

イ
ン・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン（
5
月
）で

は
0

・0
6
%
と
大
敗
し
て
い
る
。
同
党

は
認
知
度
が
上
が
る
の
は
こ
れ
か
ら
と
、

選
挙
戦
に
注
力
し
て
い
る
。
同
党
は
伝
統

的
に
社
民
党（
S
P
D
）支
持
の
ド
イ
ツ

労
働
総
同
盟（
D
G
B
）の
支
持
を
得
て

お
ら
ず
、
連
携
の
可
能
性
は
低
い
と
み
ら

れ
る
。　

　

そ
う
し
た
さ
中
、
さ
る
6
月
末
、
シ
ュ

レ
ー
ス
ビ
ッ
ヒ・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
で
、

B
I
試
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
る

の
で
は
と
の
噂
が
拡
散
し
た
。
だ
が
、
噂

は
正
確
で
な
く
、
同
州
の
キ
リ
ス
ト
教

民
主
同
盟（
C
D
P
）、
自
由
民
主
同
盟

（
F
D
P
）、
緑
の
党
か
ら
な
る
連
立
政

府
が
、
新
た
な
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
形

態
を
研
究
す
る
委
員
会「
未
来
の
た
め
の

実
験
室
」を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た

に
す
ぎ
ず
、
そ
の
研
究
対
象
に
B
I
も

含
め
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
B
I
が
公
式
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
と
は
、

支
持
派
の
指
摘
で
あ
る
。

■
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
も

　

た
と
え
ば
ウ
ガ
ン
ダ
や
ケ
ニ
ヤ
で
は
、

ベ
ル
ギ
ー
や
米
国
の
N
G
O
が
現
地
政

府
と
の
協
議
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
数
十
か
ら

数
百
の
村
落
を
対
象
に
、
月
間
20

－

30
米

ド
ル
程
度
の
B
I
を
一
律
に
村
民
1
人

1
人
に
支
給
し
、
実
験
段
階
に
入
っ
て
い

る
。
こ
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
村
民
平
均
所

得
の
30
%
程
度
に
匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
、

実
験
期
間
は
2
年（
ウ
ガ
ン
ダ
）、12
年（
ケ

ニ
ヤ
）と
長
期
で
あ
り
、
結
論
は
い
ま
だ

し
で
あ
る
。

■
ア
ジ
ア・
太
平
洋
地
域
で
は

　

イ
ン
ド
が
近
々
の
う
ち
に
B
I
パ
イ

ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
の
で

ドイツ国会議事堂（資料：BIEN）
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●金属労協顧問

小島正剛 こじま・せいごう　

６０年ＩＭＦ（国際金属労連）日本事務
所に入職以来、金属労協事務局長代理、
同国際局長、同副議長（国際委員長）（以
上 IMF との兼務）、ＩＭＦ地域代表を
務めるなど国際労働運動一筋。９８年
金属労協顧問に。日本労働ペンクラブ
代表代理他。主要著書「海外労働アラ
カルト」他。

拡散する
「ベーシック・インカム」構想

は
と
の
論
評
が
散
見
さ
れ
る
。
と
い
う
の

も
、
財
務
省
の「
2
0
1
7
年
経
済
調
査

報
告
」
が
１
章
を
割
い
て
B
I
構
想
の

可
能
性
に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ

れ
が
原
動
力
に
な
り
う
る
か
が
関
心
を

呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
影
の

内
閣（
労
働
党
）財
務
大
臣
ク
リ
ス・
ボ
ウ

ウ
ェ
ン
氏
が
、さ
る
6
月
9
日
、革
新
系

の
シ
ン
ク
・
タ
ン
ク
の
会
合
で
、
党
内
に

も
支
持
派
の
い
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、

B
I
構
想
に
反
対
の
見
解
を
述
べ
、
注

目
さ
れ
て
い
る
。
B
I
は
、
労
働
を
通
じ

て
尊
厳
を
確
保
す
る
と
の
労
働
党
の
綱

領
を
切
り
崩
す
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
B
I
は
、一
律
に
富
裕
層
を
も
対
象

と
す
る
も
の
で
不
条
理
だ
と
も
指
摘
、
深

刻
な
財
政
問
題
を
派
生
さ
せ
る
と
同
時

に
、
営
々
と
築
い
て
き
た
社
会
保
障
制
度

を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
と
強
調
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
同
国
緑
の
党
は
、
第
4

次
産
業
革
命
の
可
能
性
を
意
識
、週
労
働

4
日
制
導
入
案
と
と
も
に
B
I
構
想
を

提
唱
し
て
お
り
、
今
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
も
論
争
を
生
む
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ

そ
う
だ
。

　

他
に
も
B
I
を
巡
る
ケ
ー
ス
は
少
な

く
な
い
が
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
お

き
た
い
。

エ
ピ
ロ
ー
グ
に
代
え
て
　

　

こ
う
し
た
各
国
地
域
の
動
向
を
踏
ま

え
て
か
、
既
述
の
I
L
O
で
の
論
議
は

そ
れ
と
し
て
、
O
E
C
D
で
も
、
さ
る
5

月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
含
む
O
E
C
D

加
盟
4
ヵ
国
の
B
I
モ
デ
ル
の
も
つ
可

能
性
を
検
討
、ペ
ー
パ
ー
を
公
表
し
た
。

　

そ
の
結
論
が
指
摘
し
た
の
は
、「
B
I

は
貧
困
削
減
の
効
果
的
な
用
具
で
は
な
い
」

と
い
う
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ど
の
よ
う

な
B
I
モ
デ
ル
を
選
定
す
る
か
、
加
え

て
税
制
や
社
会
保
障
制
度
の
改
革
如
何

に
よ
っ
て
、B
I
の
も
た
ら
す
結
果
は
異

な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
指
摘
し

て
み
せ
た
。

　

さ
ら
に
は
、
フ
ル
ス
ケ
ー
ル
で
典
型
的

な
B
I
モ
デ
ル
の
、い
わ
ば
部
分
的
な
代

替
モ
デ
ル
を
提
起
し
て
も
い
る
。
ひ
と
つ

の
選
択
肢
と
し
て
は
、既
存
の
社
会
保
護

シ
ス
テ
ム
は
温
存
し
、
そ
れ
に
加
え
て
別

個
の
変
形
シ
ス
テ
ム
と
し
て
導
入
す
る

と
い
う
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
技
術
進
歩
の
恩
恵
を
よ

り
平
等
に
分
配
し
う
る
と
し
て
い
る
。

　

最
近
の
B
I
論
議
に
し
ば
し
ば
登
場

す
る
の
は「
社
会
的
配
当
」の
構
想
で
あ

る
。
既
述
し
た
ア
ラ
ス
カ
州
の
ケ
ー
ス
は

ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
ミ

ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
、
景
気
後
退

期
に
市
民
の
購
買
力
を
増
強
す
べ
く
、

中
央
銀
行
か
ら
市
民
の
口
座
に
現
金
を

振
り
込
む「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
マ
ネ
ー
」の

構
想
を
提
起
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
考

え
に
も
似
た
構
想
と
言
え
な
く
も
な
い
。

B
I
推
進
グ
ル
ー
プ
の
一
派
は
、
社
会

的
配
当
は
社
会
保
障
制
度
の
立
て
直
し

と
い
う
よ
り
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
も
た
ら

す
失
業
者
や
低
賃
金
の
不
安
定
雇
用
労

働
者
に
向
け
て
購
買
力
を
分
配
す
る
と

い
う
新
た
な
フ
レ
ー
ム
を
提
供
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
と
も
主
張
す
る
昨
今
で
あ

る
。
富
の
再
分
配
論
の
一
種
と
も
受
け
取

れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
最
近
の
論
議
で
は
、
社
会
保
障

の
な
い
所
謂
シ
ェ
ア
リ
ン
グ・エ
コ
ノ
ミ
ー

の
出
現
を
問
題
視
し
、
B
I
は
た
と
え

ば
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
に
よ
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
低
賃
金
労
働（
ウ
ー
バ
ー
社

な
ど
）を
救
済
し
う
る
な
ど
と
す
る
向
き

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
点
は
そ
う
し
た

不
条
理
な
労
働
の
在
り
方
そ
の
も
の
の

是
正
こ
そ
が
先
決
で
あ
ろ
う
。

　

O
E
C
D
レ
ポ
ー
ト
は
、別
の
章
で
B
 

I
が
既
存
の
社
会
保
障
給
付
に
加
え
て

支
給
さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
給
付
レ
ベ
ル
は

一
層
低
下
し
よ
う
し
、
例
え
ば
マ
ク
ロ
経

済
指
標
と
リ
ン
ク
さ
せ
た
も
の
と
も
な

ろ
う
。
そ
の
場
合
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
経

済
不
振
を
活
性
化
さ
せ
る
一
助
と
し
て

活
用
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
、
と
し
て
い

る
こ
と
を
付
記
し
て
お
こ
う
。

　

他
方
、
欧
州
の
労
働
組
合
は
概
ね
B
 

I
に
は
反
対
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
よ

う
だ
。
が
、
国
情
に
よ
っ
て
は
、
調
査
担

当
が
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し

て
調
査
研
究
す
る
組
織
も
あ
る
。
B
I

動
向
を
関
心
の
外
に
は
置
か
ぬ
心
づ
も

り
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

観
測
筋
も
ま
た
そ
う
あ
り
た
い
も
の

で
あ
る
。

（
参
考
資
料
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
・
ア
ー
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
B
I
E
N
）、O
E
C
D
、I
L
O
、他
。

（
2
0
1
7
年
9
月
15
日
記
）


